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会
長
あ
い
さ
つ

　

長
崎
県
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
会
長
の
瀧
口
で

ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
度

も
引
き
続
き
、
県
老
連

の
さ
ら
な
る
発
展
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

ま
ず
も
っ
て
、
去
る

１
月
１
日
発
生
し
た
令

和
６
年
能
登
半
島
地
震

に
よ
り
被
害
に
遭
わ
れ

た
方
々
に
心
か
ら
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
ご
家
族
や
大

切
な
方
々
を
亡
く
さ
れ

た
皆
様
に
謹
ん
で
お
悔

や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
、
被
災
地
域
の

一
日
も
早
い
復
興
を
心

よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
全

国
の
老
人
ク
ラ
ブ
に
呼

び
か
け
「
救
援
拠
金
運

動
」
を
展
開
さ
れ
て
お

り
、
本
県
老
人
ク
ラ
ブ

に
お
い
て
も
、
こ
の
運

動
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
、

会
員
の
皆
様
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
は
団
塊

の
世
代
の
す
べ
て
の
人

が
75
歳
を
迎
え
、
い
わ

ゆ
る
「
２
０
２
５
年
問

題
」
と
言
わ
れ
る
本
格

的
な
超
高
齢
化
社
会
が

到
来
す
る
状
況
の
中
、

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
生
き
が
い
を
持
っ

て
暮
ら
し
、
共
に
支
え

合
う
「
地
域
共
生
社
会
」

に
向
け
、
こ
の
実
現
を

包
括
的
に
進
め
て
い
く

た
め
、
令
和
６
年
１
月

に
「
認
知
症
基
本
法
」、

同
年
４
月
に
「
孤
独
・

孤
立
対
策
推
進
法
」
が

施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
認
知
症
基
本
法
」
で

は
、
認
知
症
や
認
知
症

の
人
に
関
す
る
正
し
い

知
識
や
理
解
の
普
及
、

社
会
活
動
へ
の
参
加
機

会
の
確
保
な
ど
を
基
本

理
念
に
揚
げ
、
施
策
を

推
進
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

会
長
　
瀧
口
　
京
子
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ま
た
、「
孤
独
・
孤
立

対
策
推
進
法
」
で
は
、“
孤

独
・
孤
立
に
悩
む
人
を

誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な

い
社
会
”、“
相
互
に
支

え
合
い
人
と
人
と
の
『
つ

な
が
り
』
が
生
ま
れ
る

社
会
”
づ
く
り
を
目
指

し
、
国
や
自
治
体
の
責

務
、
国
民
へ
の
理
解
と

協
力
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

全
国
の
老
人
ク
ラ
ブ

に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら

の
法
律
の
趣
旨
や
理
念

を
踏
ま
え
、「
地
域
共
生

社
会
」
に
向
け
、
取
り

組
む
こ
と
と
さ
れ
て
お

り
、
我
々
老
人
ク
ラ
ブ

に
お
い
て
も
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
と
も
に

高
齢
者
が
生
き
が
い
を

持
っ
て
生
活
が
で
き
る

「
地
域
共
生
社
会
」
実
現

の
た
め
、
こ
の
一
翼
を

担
う
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
老
人

ク
ラ
ブ
が
取
り
組
ん
で

き
た
健
康
づ
く
り
・
介

護
予
防
活
動
、
友
愛
活

動
を
活
か
し
、
介
護
・

生
活
支
援
活
動
の
強
化
、

介
護
予
防
・
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
化
、

さ
ら
に
は
、
多
様
な
通

い
の
場
、
多
様
な
生
活

支
援
な
ど
、
老
人
ク
ラ

ブ
が
こ
れ
ら
の
新
地
域

支
援
事
業
の
担
い
手
と

し
て
進
化
す
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

本
県
に
お
い
て
も
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
数

の
減
少
が
続
い
て
お
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、
老

人
ク
ラ
ブ
が
新
地
域
支

援
事
業
の
担
い
手
と
し

て
進
化
す
る
こ
と
で
老

人
ク
ラ
ブ
活
動
が
活
性

化
さ
れ
、
仲
間
づ
く
り

（
会
員
増
強
）
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
は
通

常
の
日
常
生
活
を
取
り

戻
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
と
共
生
す
る
段

階
を
迎
え
ま
し
た
が
、

引
き
続
き
、
感
染
防
止

に
留
意
し
つ
つ
、
老
人

ク
ラ
ブ
活
動
の
さ
ら
な

る
発
展
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

皆
様
の
温
か
い
ご
支

援
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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《評議員》
氏　名 所属クラブ

田中 　洋一 長崎市老連
金子 　健夫 佐世保市老連
岩本 　三男 島原市老連
森武 　重法 諫早市老連※新
角田 　哲治 大村市老連※新
石田 　康臣 平戸市老連
永淵 　勝幸 松浦市いきいき連
白水　 志芳 対馬市老連※新
中谷 　忠司 壱岐市老連
橋本 　金義 五島市老連
三岳 　孝夫 西海市老連
荒木 　一二 雲仙市老連
林田 　康徳 南島原市老連
三井 　朝松 長与町老連
山下 　湒三 時津町シニア連
山本　 明則 東彼杵町老連 ※新
森 　　孝子 川棚町老連
荒木　 和幸 波佐見町老連※新
近藤 　育雄 小値賀町老連
永石 　善吾 佐々町老連
中野 　育雄 新上五島町老連※新
松本　 修二 県老連若手委員会※新
大渕 　公子 県老連女性部会
古川　 敬三 県すこやか長寿財団※新

《役　員》
役　  職 氏　名 所属クラブ

会 　 長 瀧口 　京子 県老連女性部会

副 会 長
加藤 　勝彦 島原市老連

末永 　榮幸 壱岐市老連

常務理事 吉富 　達司 長崎県老連

理　事

北野 健一郎 長崎市老連

野口 喜美子 大村市老連※新

天羽 　隆之 佐世保市老連

小野 由利子 県老連若手委員会

中村 　直輝 県長寿社会課

野嶋 　克哉 県社会福祉協議会※新

監　事
八田 　賢一 長与町老連

福田 　和範 東彼杵町老連

令和６年度役員・評議員令和６年度役員・評議員
辞任に伴う選任により次の体制となりました。
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開 催 日 行 　 事 場 　 所

8月

７（水） 高齢者相互支援事業研修会 川棚町　実践活動会員研修
２２（木）～２３（金）九州各県・指定都市老連事務局長会議 鹿児島県

２７（火） 活動推進員等職員セミナー 東京都（全社協会議室）
２９（木）～３０（金）市町老連女性リーダー研修会 長崎市（ホテルセントヒル長崎）

9月

４（水）～５（木） 市町老連若手リーダー研修会 長崎市（ホテルセントヒル長崎）
１５（日）～２１（土）老人週間（15日老人の日、20日社会奉仕の日） 老人クラブによる一斉奉仕活動

２０（金） 県老連理事会・表彰選考委員会 長崎市
２６（木） 市町老連事務局長会議 長崎市

10月

２（水） 健康づくりリーダー養成講習会 小値賀町
１１（金） 健康づくりリーダー養成講習会 時津町

１９（土）～２２（火）第３６回全国健康福祉祭とっとり大会 鳥取県
３１（木） 健康づくりリーダー養成講習会 波佐見町

11月
１３（水） 第５９回長崎県老人クラブ大会 大村市（シーハットおおむら）

２０（水）～２１（木）第５３回全国老人クラブ大会 神奈川県
12月 ５（木）～６（金） 高齢者の健康づくり・生活支援セミナー 東京都（全社協灘尾ホール）
Ｒ７
2月

４（火）～５（水） 都道府県・指定都市老連代表者会議 東京都（全社協灘尾ホール）
１３（木）～１４（金）九州各県・指定都市老連連絡協議会 沖縄県

3月
５（水） 県老連理事会 7年度事業計画・予算審議、他
１３（木） 全老連評議員会 ７年度事業計画・予算審議
１４（金） 県老連評議員会 7年度事業計画・予算審議、他
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若手委員会若手委員会
令和 6 年度若手委員会令和 6 年度若手委員会

令和 6 年度女性部会令和 6 年度女性部会

委
員
長

小
野 

由
利
子
諫
早
市
老
連

副
委
員
長

松
本 　

修
二
佐
世
保
市
老
連

山
田 　

輝
幸
長
崎
市
老
連
※
新

委　

員

前
田 　

忠
昭
島
原
市
老
連

角
田 　

哲
治
大
村
市
老
連
※
新

松
永　

 

富
子
平
戸
市
老
連
※
新

岡
野　
　

 

恵
対
馬
市
老
連
※
新

永
田 　

宗
広
壱
岐
市
老
連
※
新

新
井　
　

保 

五
島
市
老
連

秋
永 　

雅
和
西
海
市
老
連

茂 　
　

幸
雄
雲
仙
市
老
連

神
島 　

道
守
南
島
原
市
老
連

宮
本 　

秀
秋
長
与
町
老
連
※
新

濱
田 　

義
弘
時
津
町
シ
ニ
ア
連

江
村 　

明
敏
東
彼
杵
町
老
連

田
口 　

一
信
川
棚
町
老
連

山
田 　

勇
治
波
佐
見
町
老
連
※
新

新
田 

浩
一
郎
小
値
賀
町
老
連
※
新

部
会
長

瀧
口 　

京
子

長
崎
市
老
連

副
部
会
長

大
渕 　

公
子

諫
早
市
老
連

山
下　
　

 

恵

大
村
市
老
連

部
会
員

森　
　

 

和
子

佐
世
保
市
老
連

肘
井 　

裕
子

島
原
市
老
連
※
新

大
石 　

弘
枝

平
戸
市
老
連

田
中 

都
志
代

松
浦
市
い
き
い
き
連

江
嶋 　

慶
子

対
馬
市
老
連

山
本 　

澄
子

壱
岐
市
老
連

宗　
　

 

鈴
代

五
島
市
老
連

斉
藤　

 

富
子

西
海
市
老
連

今
坂 　

祥
子

雲
仙
市
老
連

井
村 

優
美
子

南
島
原
市
老
連

中
山　

 

愛
子

長
与
町
老
連
※
新

道
原 

美
都
子

時
津
町
シ
ニ
ア
連

三
根 

美
代
子

東
彼
杵
町
老
連

坂
本 

み
ど
り

川
棚
町
老
連

平
岡 

美
千
代

波
佐
見
町
老
連

伊
藤 

千
恵
子

小
値
賀
町
老
連
※
新

西
尾　

 

冨
枝

佐
々
町
老
連
※
新

　

令
和
６
年
度
県
老
連
事
業
計
画
の
説
明
、

令
和
６
年
度
市
町
老
連
女
性
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
（
８
月
29
日
～
30
日
）
で
の
企
画
及

び
運
営
に
つ

い
て
協
議
を

行
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
女

性
の
役
員
登

用
に
つ
い
て

意
見
交
換
を

行
い
ま
し

た
。

　

令
和
６
年
度
県
老
連
事

業
計
画
に
つ
い
て
の
説

明
、令
和
６
年
度
市
町
老

連
若
手
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

(

９
月
４
日
～
５
日)

で

の
企
画
及
び
運
営
に
つ
い

て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、若
手
委
員
会
の

活
動
状
況
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い
、そ
し
て
、県

老
連
若
手
委
員
会
の
年
齢

資
格
の
引
き
上
げ
に
つ
い

て
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

女性部会女性部会
【令和6年5月9日（木） ホテルセントヒル長崎】

【令和6年5月17日（金） ホテルセントヒル長崎】
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令
和
６
年
６
月

　

令
和
６
年
６
月
2020
日
（
木
）

日
（
木
）

～～
2121
日
（
金
）
に
、
長
崎
市
に

日
（
金
）
に
、
長
崎
市
に

あ
る
ホ
テ
ル
セ
ン
ト
ヒ
ル
長

あ
る
ホ
テ
ル
セ
ン
ト
ヒ
ル
長

崎
で
市
町
老
連
会
長
研
修
会

崎
で
市
町
老
連
会
長
研
修
会

を
開
催
し
、
市
町
老
連
会
長
及

を
開
催
し
、
市
町
老
連
会
長
及

び
関
係
者

び
関
係
者
4141
名
が
参
加
し
ま

名
が
参
加
し
ま

し
た
。

し
た
。

　

は
じ
め
に
瀧
口
会
長
よ
り

　

は
じ
め
に
瀧
口
会
長
よ
り

開
会
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
続

開
会
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
続

い
て
、
出
口
病
院
宮
川
様
よ

い
て
、
出
口
病
院
宮
川
様
よ

り
、
認
知
症
に
つ
い
て
の
講
話

り
、
認
知
症
に
つ
い
て
の
講
話

が
あ
り
ま
し
た
。

が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
分
散
会
を
行
い
、

　

そ
の
後
、
分
散
会
を
行
い
、

一
日
目
を
終
了
し
ま
し
た
。

一
日
目
を
終
了
し
ま
し
た
。

■
令
和
６
年
６
月

■
令
和
６
年
６
月
2020
日
～
日
～
2121
日日

■
ホ
テ
ル
セ
ン
ト
ヒ
ル
長
崎（
長
崎
市
）

■
ホ
テ
ル
セ
ン
ト
ヒ
ル
長
崎（
長
崎
市
）

第
1
日
目
（
６
月
20
日
）

令
和
６
年
度

令
和
６
年
度  

市
町
老
連
会
長
研
修
会

市
町
老
連
会
長
研
修
会

【
講　
　

話
】

【
講　
　

話
】

出
口
病
院

出
口
病
院

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

宮
川　

由
香
先
生

宮
川　

由
香
先
生

　
「
認
知
症
に
つ
い
て
、
あ
な

　
「
認
知
症
に
つ
い
て
、
あ
な

た
の
こ
と
、
わ
た
し
の
こ
と
」、

た
の
こ
と
、
わ
た
し
の
こ
と
」、

だ
れ
に
で
も
起
こ
り
う
る
問

だ
れ
に
で
も
起
こ
り
う
る
問

題
と
し
て
、
こ
の
予
防
・
共
生

題
と
し
て
、
こ
の
予
防
・
共
生

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
た
。

①①��
ま
ず
、「
老
化
」
に
よ
る
物

ま
ず
、「
老
化
」
に
よ
る
物

忘
れ
と
病
気
す
な
は
ち
「
認

忘
れ
と
病
気
す
な
は
ち
「
認

知
症
」
に
よ
る
も
の
忘
れ
と

知
症
」
に
よ
る
も
の
忘
れ
と

は
違
う
こ
と
、
具
体
的
に

は
違
う
こ
と
、
具
体
的
に

は
、「
老
化
」
は
体
験
の
一

は
、「
老
化
」
は
体
験
の
一

部
を
忘
れ
て
も
全
体
を
忘

部
を
忘
れ
て
も
全
体
を
忘

れ
な
い
が
、「
認
知
症
」
は

れ
な
い
が
、「
認
知
症
」
は

体
験
全
体
を
忘
れ
る
こ
と

体
験
全
体
を
忘
れ
る
こ
と

②②��

そ
し
て
、
認
知
症
の
予
防
あ

そ
し
て
、
認
知
症
の
予
防
あ

る
い
は
進
行
を
遅
ら
せ
る

る
い
は
進
行
を
遅
ら
せ
る

た
め
に
は
、
認
知
症
を
理
解

た
め
に
は
、
認
知
症
を
理
解

し
、
地
域
の
集
ま
り
、
友
人
・

し
、
地
域
の
集
ま
り
、
友
人
・

隣
人
、
知
人
、
そ
し
て
家
族

隣
人
、
知
人
、
そ
し
て
家
族

と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ

と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ

な
ど
、
地
域
で
つ
な
が
る
共

な
ど
、
地
域
で
つ
な
が
る
共

生
活
動
を
推
進
す
る
こ
と

生
活
動
を
推
進
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
の
お
話

が
重
要
で
あ
る
と
の
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。

が
あ
り
ま
し
た
。

◆
分
散
会

◆
分
散
会

一一��

「
健
康
づ
く
り
、
介
護
予
防

「
健
康
づ
く
り
、
介
護
予
防

活
動
」

活
動
」

二二��

「
後
継
者
の
確
保
・
育
成
」

「
後
継
者
の
確
保
・
育
成
」

に
つ
い
て
、
八
つ
の
グ
ル
ー

に
つ
い
て
、
八
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
討
議
を
行

プ
に
分
か
れ
て
討
議
を
行

い
ま
し
た
。

い
ま
し
た
。

開会のあいさつ開会のあいさつ

講話講話

分散会分散会

いきいきクラブ体操いきいきクラブ体操
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第
2
日
目
（
6
月
21
日
）

　

参
加
者
全
員
で
の
「
い
き
い

　

参
加
者
全
員
で
の
「
い
き
い

き
ク
ラ
ブ
体
操
」
か
ら
始
ま

き
ク
ラ
ブ
体
操
」
か
ら
始
ま

り
、
県
長
寿
社
会
課
や
県
老
連

り
、
県
長
寿
社
会
課
や
県
老
連

よ
り
各
種
説
明
が
あ
り
ま
し

よ
り
各
種
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
た
。

　

最
後
に
全
体
会
と
し
て
、
分

　

最
後
に
全
体
会
と
し
て
、
分

散
会
で
協
議
し
た
内
容
の
報

散
会
で
協
議
し
た
内
容
の
報

告
や
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

告
や
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
た
。

【
行
政
説
明
】

【
行
政
説
明
】

県
長
寿
社
会
課　

鳥
越
係
長

県
長
寿
社
会
課　

鳥
越
係
長

　

県
の
高
齢
者
施
策
と
主
な

　

県
の
高
齢
者
施
策
と
主
な

取
り
組
み
や
、
老
人
ク
ラ
ブ
関

取
り
組
み
や
、
老
人
ク
ラ
ブ
関

係
予
算
等
に
つ
い
て
説
明
が

係
予
算
等
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

あ
り
ま
し
た
。

　

特
に
、「
事
務
手
続
き
等
支

　

特
に
、「
事
務
手
続
き
等
支

援
事
業
」
や
、
会
員
減
少
に

援
事
業
」
や
、
会
員
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
る
た
め
の
「
非

歯
止
め
を
か
け
る
た
め
の
「
非

会
員
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
の
開

会
員
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
支
援
」
な
ど
、
課
題
解
決
に

催
支
援
」
な
ど
、
課
題
解
決
に

向
け
た
新
規
事
業
の
説
明
が

向
け
た
新
規
事
業
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

あ
り
ま
し
た
。

【
事
務
局
説
明
】

【
事
務
局
説
明
】

　

県
老
連
事
務
局
長
よ
り
県

　

県
老
連
事
務
局
長
よ
り
県

老
人
ク
ラ
ブ
の
状
況
、
令
和
６

老
人
ク
ラ
ブ
の
状
況
、
令
和
６

年
度
の
主
な
行
事
、
そ
し
て
県

年
度
の
主
な
行
事
、
そ
し
て
県

老
連
会
費
の
増
額
等
に
つ
い

老
連
会
費
の
増
額
等
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

【
全
体
会
】

【
全
体
会
】（
分
散
会
報
告
・
協
議
）

（
分
散
会
報
告
・
協
議
）

　

瀧
口
会
長
の
司
会
進
行
の

　

瀧
口
会
長
の
司
会
進
行
の

も
と
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
、「
健

も
と
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
、「
健

康
づ
く
り
・
介
護
予
防
活
動
」、

康
づ
く
り
・
介
護
予
防
活
動
」、

「
後
継
者
の
確
保
・
育
成
」
に

「
後
継
者
の
確
保
・
育
成
」
に

つ
い
て
の
取
組
状
況
や
課
題

つ
い
て
の
取
組
状
況
や
課
題

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
た
。

　
「
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防

　
「
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防

活
動
」
で
は
、
各
種
運
動
、
バ

活
動
」
で
は
、
各
種
運
動
、
バ

ス
ハ
イ
ク
、
数
独
、
つ
め
将

ス
ハ
イ
ク
、
数
独
、
つ
め
将

棋
、
見
守
り
活
動
な
ど
、
様
々

棋
、
見
守
り
活
動
な
ど
、
様
々

な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
こ

な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
、そ
し
て
「
後
継
者
の
確
保
・

と
、そ
し
て
「
後
継
者
の
確
保
・

育
成
」
で
は
、若
い
人
の
勧
誘
、

育
成
」
で
は
、若
い
人
の
勧
誘
、

健
康
づ
く
り
活
動
を
通
じ
て

健
康
づ
く
り
活
動
を
通
じ
て

楽
し
さ
を
実
感
し
て
も
ら
い

楽
し
さ
を
実
感
し
て
も
ら
い

老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
加
入
を
進

老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
加
入
を
進

め
る
な
ど
の
取
り
組
み
は
さ

め
る
な
ど
の
取
り
組
み
は
さ

れ
て
い
る
も
の
の
、
困
難
な
課

れ
て
い
る
も
の
の
、
困
難
な
課

題
で
あ
り
、
苦
労
さ
れ
て
い
る

題
で
あ
り
、
苦
労
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

全体写真全体写真

全体会全体会
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「
活
動
賞
」
受
賞
の
喜
び

生
月
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

�

会
長　

尾
崎　

善
次

クラブ
紹介
クラブ
紹介

　

こ
の
度
、
生
月
地
区
連
合
会

は
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
よ

り
令
和
五
年
度
『
活
動
賞
』
を

受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と

え
に
仲
間
で
あ
る
会
員
の
皆
様

の
ご
協
力
の
お
か
げ
と
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
受
賞

は
、
生
月
地
区

連
合
会
で
実
施

し
て
い
る
「
い

き
い
き
ク
ラ
ブ
」

の
取
り
組
み
が

評
価
さ
れ
た
も

の
で
す
。「
い
き

い
き
ク
ラ
ブ
」

は
、
高
齢
者
が

健
康
の
う
ち
に

教
養
を
高
め
、

地
域
社
会
に
お

け
る
生
き
が
い

を
見
つ
け
る
為

に
年
七
回
開
催

し
て
い
ま
す
。

特
殊
詐
欺
に
対
す
る
知
識
の
習

得
や
交
通
事
故
防
止
、
平
戸
生

月
の
歴
史
に
関
す
る
講
話
や
軽

運
動
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
講
座
な
ど
多
種
多
様

な
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
公
園
の
除
草
作
業
や
各

種
行
事
へ
の
参

加
な
ど
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に

積
極
的
に
取
り

組
む
事
で
、
会

員
間
の
結
び
つ

き
の
強
化
や
健

康
増
進
、
安
全

安
心
の
ま
ち
づ

く
り
に
も
寄
与

し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら

今
度
は
、
更
な

る
人
口
減
少
や

高
齢
化
の
進
展
、

加
入
者
不
足
に

よ
る
会
員
減
少

な
ど
に
よ
り
活
動
の
停
滞
が
心

配
さ
れ
ま
す
が
、
今
回
の
受
賞

を
励
み
に
会
員
の
加
入
促
進
を

図
り
、
事
業
継
続
に
よ
る
活
動

の
更
な
る
活
性
化
に
繋
げ
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

平
戸
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
並

び
に
会
員
皆
様
方
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
改
め
て
お
願
い
申
し

上
げ
受
賞
に
当
た
っ
て
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。
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優
良
老
人
ク
ラ
ブ
受
賞
に
あ
た
っ
て

長
崎
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

新
寿
会　

会
長　

宮
崎　

幸
善

　

こ
の
度
「
第
58
回
・
長
崎
県

老
人
ク
ラ
ブ
大
会
」
が
諫
早

文
化
会
館
で
挙
行
さ
れ
、「
優

良
老
人
ク
ラ
ブ
」
と
し
て
我
々

新
寿
会
が
表
彰
の
栄
に
浴
し
、

ご
厚
情
あ
ふ
る
表
彰
を
頂
き

ま
し
た
こ
と
は
、
身
に
余
る
光

栄
で
あ
り
、
大
い
な
る
喜
び
と

感
激
を
覚
え
ま
す
と
と
も
に
、

心
か
ら
深
く
感
謝
申
し
上
げ

る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
会
員
一
同
受
賞
を
励

み
と
し
て
精
進
し
て
参
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
我
々
の
活

動
内
容
を
一
部
列
記
し
て
み

ま
す
。（
現
在
会
員
数
40
名
）

「
楽
し
く
生
き
る
長
寿
社
会
を

め
ざ
し
て
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
新

寿
会
（
女
の
都
西
部
自
治
会
所

属
老
人
ク
ラ
ブ
）
で
活
動
し
て

い
る
内
容
は
次
の
通
り
。

◯�

新
寿
会
に
入
っ
て
生
き
生

き
と
し
た
生
活
を

◯�

新
寿
会
に
入
っ
て
お
友
達

を
作
ろ
う

◯�

新
寿
会
に
入
っ
て
趣
味
を

生
か
そ
う

◯�

新
寿
会
に
入
っ
て
健
康
づ

く
り
に
頑
張
ろ
う
な
ど

し
か
し
現
実
は
、
高
齢
化
、
施

設
入
所
、
死
亡
な
ど
で
会
員
の

増
強
は
厳
し
く
、
も
っ
と
真
剣

に
入
会
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
や

ら
な
け
れ
ば
と
痛
感
し
て
お

り
ま
す
。

＊
時
期
的
な
活
動

と
し
て
次
の
事
を

実
践
し
て
お
り
ま

す
。

一
泊
の
研
修
旅

行
・
ふ
れ
あ
い
親

睦
会
・
春
の
花
見

会
・
夏
の
暑
気
払

い
カ
ラ
オ
ケ
大

会
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
を
使
っ
て

D
V
D
再
生
）・

忘
年
会
・
新
年
会
・

各
種
学
習
会
・
軽

ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
ビ
ン
倒
し
・

輪
投
げ
・
魚
釣
り
・
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
）・
敬
老
会
・
七
夕
ま

つ
り
・
夏
祭
り
・
里
山
あ
る
き

（
約
4
km
途
中
青
空
コ
ン
サ
ー

ト
で
唄
）・
豆
ま
き
節
分
・
学

童
と
の
交
流
会
ク
リ
ス
マ
ス

プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど

＊
定
期
的
な
活
動

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
（
月
・

水
・
金
）・
懐
メ
ロ
を
歌
お
う

会
（
毎
月
第
３
火
曜
）「
歌
は

健
康
の
源
・
長
寿
の
く
す
り
」

を
目
標
に
（
童
謡
・
唱
歌
・
民

謡
・
歌
謡
曲
な
ど
1
時
間
30
分

メ
ド
レ
ー
で
大
合
唱
）・
囲
碁

将
棋
・
舞
踊
・
卓
球
・
毎
月
の

最
終
日
曜
日
は
公

園
掃
除
な
ど
と
社

会
貢
献
に
取
り
組

み
、
前
記
活
動
は

ク
ラ
ブ
の
年
間
事

業
計
画
で
あ
り
、

今
後
も
身
体
を
動

か
す
こ
と
で
健
康

作
り
、
相
互
の
絆

を
強
め
、
楽
し
く
、

明
る
く
、
フ
レ
イ

ル
予
防
を
兼
ね
た

活
動
に
頑
張
り
た

い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
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優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰
を
受
賞
し
て

い
き
い
き
ク
ラ
ブ
下
古
賀

�

会
長　

前
田　

信
晴

　

令
和
五
年
度
長
崎
県
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰
を
我
が

い
き
い
き
ク
ラ
ブ
下
古
賀
が
受

賞
致
し
ま
し
た
。
正
に
光
栄
の

至
り
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
会

員
皆
様
の
日
頃
の
活
動
と
ご
協

力
が
あ
っ
て
の
も
の
と
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

　

我
が
ク
ラ
ブ
は
、
昭
和
三
九

年
四
月
に
四
七
名
体
制
で
『
下

古
賀
老
人
ク
ラ
ブ
』
と
し
て
発

足
し
、
そ
の
後
、
平
成
二
七
年

四
月
に
『
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
下

古
賀
』
と
改
名
、
現
在
五
六
名

の
会
員
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
と
し
て
、
毎
月

十
五
日
に
定
例
会
を
行
い
ま
す
。

誕
生
日
会
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ゲ
ー

ム
や
体
操
、
警
察
か
ら
の
安

全
講
話
等
、
年
間
の
行
事
予

定
を
立
て
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
健
康
増
進
と
会
員
同

士
の
友
愛
を
兼
ね
日
々
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
や
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
の
練
習
に
励
み
、

ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
も
積
極
的

に
参
加
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
会
員
同
士
で
楽
し
み
に

し
て
い
る
の
が
、
一
泊
や
日

帰
り
で
行
う
旅
行
で
す
。
温

泉
に
浸
か
り
美
味
し
い
も
の

を
食
べ
大
い
に
語
り
合
い
ま

す
。

　

地
域
へ
の
奉
仕
活
動
と
し
ま

し
て
は
、
自
治
会
内
の
ア
ジ
サ
イ

ロ
ー
ド
（
約
五
〇
〇
㍍
）
の
清

掃
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
周
辺
の

藤
棚
の
剪
定
を
行
い
、
毎
年
五

月
に
は
見
事
な
花
を
咲
か
せ
た

藤
棚
の
下
で
お
花
見
を
し
て
い

ま
す
。
世
代
間
交
流
と
し
て
は
、

地
域
の
新
一
年
生
に
昔
遊
び
（
コ

マ
回
し
、
羽
根
つ
き
、
お
手
玉
、

竹
ぽ
っ
く
り
作
り
）
の
学
び
交

流
会
は
、
大
事
な
地
域
へ
の
貢

献
と
考
え
続
け
て
い
ま
す
。

　

我
が
ク
ラ
ブ
の
会
員
数
も
緩

や
か
に
減
少
し
て
お
り
、
全
国

的
な
会
員
減
少
問
題
に
直
面
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
対
策
と
し

て
、
定
例
会
に
お
い
て
未
加
入

世
帯
へ
の
家
庭
訪
問
を
実
施
す

る
計
画
を
立
て
勧
誘
を
勧
め
、

魅
力
あ
る
会
と
す
る
為
に
、
オ

カ
リ
ナ
、
魚
釣
り
、
囲
碁
、
将
棋
、

卓
球
等
の
趣
味
活
動
の
拡
大
も

検
討
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
表

彰
を
糧
に
し
、
更
に
有
意
義
な

活
動
を
会
員
の
皆
様
と
協
議
し

実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

最
後
に
、
各
ク
ラ
ブ
の
ま
す

ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
、

今
回
表
彰
の
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。
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15
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団
塊
の
世
代
の
全
て
の
人
が

75
歳
を
迎
え
る
本
格
的
な
超
高

齢
化
社
会
の
到
来
で
す
。

　

今
年
、
国
で
は
「
認
知
症
基

本
法
」
や
「
孤
独
・
孤
立
対
策

推
進
法
」
が
施
行
さ
れ
、
共
に

支
え
合
う
「
地
域
共
生
社
会
」
の

実
現
に
向
け
、
包
括
的
に
推
進

す
る
ス
タ
ー
ト
の
年
に
な
り
ま

し
た
。

　

我
々
老
人
ク
ラ
ブ
も
、
こ
の
一

翼
を
担
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
に
対
す
る

期
待
は
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
県
老
連
で
は
、
31
年

ぶ
り
に
会
費
の
値
上
げ
を
実
施

し
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に
は

ご
理
解
を
賜
り
深
く
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
県
老
連
の
さ
ら
な

る
事
業
の
充
実
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

　

最
後
に
、
６
月
に
退
任
さ
れ

た
評
議
員
・
理
事
の
皆
様
に
は
、

本
会
の
運
営
に
ご
尽
力
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

今
後
益
々
の
ご
活
躍
と
ご
健

勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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【ここでロコモ 7 つのチェック！】
1. 片足立ちで靴下が履けない
2. 家の中でつまずいたり滑ったりする
3. 階段を上るのに手すりが必要である
4. 家の中のやや重い仕事（掃除機をかけることなど）が困難である
5. ２kg 程度の買い物をして、持ち帰るのが困難
6. 15 分続けて歩くことができない
7. 横断歩道を青信号で渡りきれない
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老人クラブ高齢消費者被害防止キャンペーン老人クラブ高齢消費者被害防止キャンペーン

「光と風の輪」は、地域のスポンサー各位のご協力により発行されております。
19

　このたびは「光と風の輪」の発行にあたりまして広告の掲載をいただき誠にありがとうございました。
　本紙は、会員が豊かで幸せな生活を送れるように願って発行いたしております。
　これからも末長きご厚誼、ご支援を賜りますようお願い申しあげます。�公益財団法人 長崎県老人クラブ連合会

◆スポンサーへのお礼

その電話 詐欺かも？その電話 詐欺かも？
始めよう ! 留守番電話作戦始めよう ! 留守番電話作戦
留守番電話は、犯人に直接対応する機会を一旦遮断します。

防犯機能を備えた電話の活用

●在宅時であっても、常に留守番電話に設定を。
●相手を確認してから、受話器を取りましょう。
・犯人 * からの最初の接触方法の 9 割以上は、家の固定式電話にかかってきています。
� * 親族になりすましたオレオレ詐欺の場合。

・�詐欺に関する知識があっても、身内のトラブル等を装った電話には、冷静さを失い、
だまされてしまっています。

★�「今すぐにお金が必要」「資産状況の調査です」など、お金に関わる話題が出たら要注意。
お金の保管状況や個人情報の話は、絶対にしないでください。

　詐欺や迷惑電話の対策に有効なものとして、電話の着信時に、相手に警告メッセージが流れて、通話内容
を録音する機能を備えた電話機または電話機に接続する機器が市販されています。
　機器の無償貸与（購入補助）をしている自治体や警察も一部ありますので、お住まいの自治体または警察
にお問い合わせください。
＊出典：平成30年「オレオレ詐欺被害者等調査の概要」「特殊詐欺認知・検挙状況」（警察庁）
　　　　平成29年「特殊詐欺に関する世論調査の概要」（内閣府）

* 家族や周囲によって被害を免れた方を含みます。
・�「声がそっくりだったから」などの理由で、被害者の約 7 割 * は、電話を受けた時点で

だまされています。

電話でお金の話電話でお金の話をされたらすぐにをされたらすぐに相談相談をを !!
警察相談窓口は、＃9110（緊急時は110）
消費者ホットラインは、188


